










































（Liste der unbedingt zu plündernden Kunstwerke in ausländischem Besitz）」




















































　エミール・ヘルフェリッヒは、1878 年 （写真 1：エミール生家）
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1 月 17 日、ドイツ連邦南西部の現ラインラント＝プファルツ州ノイシュタッ
ト市に生まれた。
　父親のフリードリッヒ（Friedrich Gottfried Helfferich, 1845-1917）も、地元
ノイシュタットで商人の家庭に生まれ育った。フリードリッヒは、製紙会社
を営んでいたフィリップ・ネッケル（Hans Philipp Knoeckel, 1811-1870）の娘
アウグステ（Juliana Luisa Augusta Knoeckel, 1847-1924）と結婚して製紙事
業を拡大し、成功に導いた。その後、フリードリッヒはバイエルン王立商工
会議評議員を務め、1916 年にはノイシュタット市名誉市民となった（8）。
　フリードリッヒとユリアナの間には 6 人の息子と 1 人の娘がおり、エミー
ルは四男である。



































































（Ein Leben Ⅲ, S.173　カール・ヴィンツェントは
「ヒムラー友の会」  の一員）
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1 － 2．世界を夢見た少年時代



























そこで自分の思う道を進みたかった。（E. L. Ⅰ : 17-18）」
　視力が悪かったため夢だった海軍への入隊が叶わなくなったエミールは、貿













容師や商売人など限られた極わずかであったという（E. L. Ⅰ : 341）。
　ジャワ島北部の町スラバヤには当時、日本の南国産業株式会社が事務所を設
けていた。同社は東ジャワに三か所の所有地を持ち、それぞれで製糖工場、コー













らなかった。（E. L. Ⅰ : 342）」
　初めは異文化による些細な揉め事もしばしば起こったが、特に、当時弱冠















































解決の日々を思い起こさせるのだった。（E. L. Ⅰ : 347-349）」
1 － 4．ドイツ経済界における活動
　エミールは、兄カールが政治家であったことから、政府要人とも人脈があっ


























きない諸事業のための資金にあてられた。この寄金総額は、1940 ～ 44 年の時















　エミールの自伝  “Ein Leben”  Ⅰ, Ⅳ, Ⅴ には、二度に亘る訪日記録の詳細が
本人の言葉で綴られている。ここでは、自伝の記述をもとにエミール個人の
日本観を中心的に取り上げる。
2 － 1．1924 年の訪日
　「1923 年の春、日出づる国から再び私に日光が射した。日本最大の砂糖会社
である大日本製糖株式会社が、中部ジャワ州ゲダレンにおける砂糖栽培会社










（E. L. Ⅰ : 364）（18）」
　「1924 年 5 月上旬、アメリカ海軍哨戒艦
艇ティソンダリ（Tjisondari）号にてバタ
ヴィア（現ジャカルタ）を出港、ジャワ―
中国―日本航路を香港へと進む。（E. L. Ⅰ : 
366）」という文に続き、人生初となる極東
への旅に心躍らせている様子で、船上の様 （写真 7：藤山雷太）





































して重く結われた髪型が非常に鮮やかであった。（E. L. Ⅰ : 368）」
　「翌日、列車で東京へと向かう中で、日本の礼儀を見る機会があった。禁煙
車両で見られた表示は、禁煙であるにもかかわらず “ 禁煙 ” ではなく “ 喫煙は
お控えください ” とあり、車内トイレに腰掛けると、向かいの壁には “ お待ち
のお客様のためにお早くお願いいたします ” とあった。私は深くお辞儀をして、








































ナにとっては特別で貴重な体験であった（E. L. Ⅰ : 373）。
（写真 8： 芸者たちとの会食。前列中央の日本人女性の向かって左がエミー
ル、向かって右がディーナ）
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（E. L. Ⅰ : 387）（19）。
　その後、カナダからアメリカを横断し、フランスを経由して帰郷した。
2 － 2．1940 年の訪日
　エミールの自伝 “Ein Leben Ⅴ” の冒頭部分では、26 ページに亘って、シベ
リア経由での旅路が「旅行スケッチ」と題されて綴られている。ハンブルク
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で、それが承認されて決定した。（E. L. Ⅳ : 159）」
　1940 年 3 月 12 日、日本經濟聯盟會による依頼講演「独逸における経済指導
と能率増進」を日本工業倶楽部で行った。
　3 月 15 日に東京を離れて神戸―大阪へ向かった。エミールによれば、「東京
は堅苦しい所で、神戸や大阪は温かい」そうで、当時の大阪・神戸ドイツ総
領事館と神戸におけるドイツ人居留地代表団が招待してくれたことは大きな




れも、医者としてではなく、人として。」と評している（E. L. Ⅳ : 169-170）。
また、エミールは、佐多の研究が 1899 年にドイツでも出版されたこと、加えて、
日独文化協会会長でもあり、日独文化関係に関する 2 度の講演が 1927 年に出
版されたことを称賛している。後述するエミールの遺品のなかにはこれらの
（写真 10：1940 年 3 月12 日、日本工業倶楽部での講演の様子）




月 7 日、かつての “ 若き友人 ” であった有村に案内されて、藤山雷太と山本悌
二郎、そして渋沢栄一の墓前に花を添えた（E. L. Ⅳ : 182）。渋沢の孫である
渋沢敬三は、祖父による 2 冊の漢詩をエミールに贈っている（20）。
　翌 4 月 8 日、時の内閣総理大臣米内光政により叙勲（勲二等瑞宝章）（21）。
同日には東京のドイツ大使館での送別会に先立って講演「未来における世界
経済問題」を行った（E. L. Ⅴ : 50-55）。
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あ良くやってはくれたのだが、彼も他の人間と同様、立場に囚われたままの
人間であった（E. L. Ⅳ : 185）。」












・ 1940 年 2 月 14 日　読売新聞 7 面　ヒ総統の密使か、ヘ氏秘かに都入り
・ 1940 年 2 月 22 日　報知新聞　日獨枢軸強化か　獨逸使節相次ぐ来朝に笑
止や佛が大恐慌
・ 1940 年 3 月 3 日　読売新聞 7 面　獨經濟代表の歓迎會
・ 1940 年 3 月 26 日　大阪毎日新聞　獨逸經濟使節を送る
・ 1941 年 2 月 18 日　読売新聞 2 面　「日獨經濟委員會」民間、懸案具体化
急ぐ
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1940 年（昭和 15 年）2 月 14 日 















神戸大学経済経営研究所 新聞記事文庫 外交（151-097） 
報知新聞 1940 年（昭和 15 年）2 月 22 日 
1940 年（昭和 15 年） 















神戸大学経済経営研究所 新聞記事文庫 外交（151-097） 
報知新聞 1940 年（昭和 15 年）2 月 22 日 
1940 年（昭和 15 年） 
3 月 3 日 読売新聞 7 面 
1940 年（昭和 15 年）2 月14 日
読売新聞 7 面
1940 年（昭和 15 年）
3 月 3 日　読売新聞 7 面
神戸大学経済経営研究所 新聞記事文庫 外交（151-097）
報知新聞 1940 年（昭和 15 年）2 月 22 日




　戦後の 1946 年 1 月、エミールは英国軍政当局により抑留されたが、尋問を
受けることなく、同年 6 月には裁判無しで解放され、押収された財産も戻さ
れた。また、この年に自伝  “Ein Leben”  の最初の三巻がまとめられ出版さ
れている。1949 年、非ナチ化政策当局により、無罪者（区分 5）として分類され、
証書が発行された。（E. L. Ⅳ : 322-327 ）
　1951 年、連邦政府の合意に基づき、東亜協会を代表して、独立を果たした
インドネシアへ親善大使として派遣され、昔の職場を懐かしんでいる。1953
年 1 月、エミール 75 歳の誕生日には、ハンブルク商工会議所より「ドイツ対
外貿易先導の最高貢献者」として称えられた（E. L. Ⅳ : 328 ）。1960-61 年、
東亜協会会長として二度目の就任を果たす。この間、スカルノ大統領や、ス
カルノ内閣国防治安大臣のアブドゥル・ハリス・ナスティオンがハンブルク














































右：神戸大学経済経営研究所 新聞記事文庫 外交（151-127） 
（写真 12：川瀬巴水《伊豆堂ヶ島》） 
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　1970 年、ハンブルクを離れて故郷ノイシュタットに戻り、ヘルフェリッヒ
遺品財団を設立して遺品の管理を委託した。1972 年 5 月 22 日早朝、自宅にて
















































   （写真 13 岡玉瀞《西王母》） 
（写真 14：竹内栖鳳？） 










書かれた箱には A3 サイズの浮世絵が 10 枚
あり、裏面にはそれぞれ番号が割り振られ
ている。
A No.10  炎摩天（10 世紀） 
A No.13  信實筆（1178-1265）  
A No.38  芳園筆（1804-1867）
A No.40  抱一筆（1761-1828）   
D No.6  春章筆（1726-1792） 
D No.34  長陽堂筆（18 世紀）
D No.40  長春筆（1682-1752） 
D No.44  長春筆（1682-1752）



















   （写真 13：月岡玉瀞《西王母》） 
（写真 14：竹内栖鳳？） 





















































（写真 16 摩焼） 
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糖業聯合会（1921 年）である。次に、1920 年 10 月 7 日にハンブルク地学協会で
行われたエミールによる講演の邦訳：後藤改平『蘭領印度の經濟』南陽協會臺灣





（8） Viktor, Carl: LEXIKON DER PFÄLZER PERSÖNLICHKEITEN, Hennig, Arwid; 2., 





 ＝ 写真典拠 1
（12） Helfferich, Emil: Ein Leben. Band Ⅰ-Ⅲ, Dulk, Hamburg 1948.
　　　　　　    Ein Leben. Band Ⅳ-Ⅴ, Bei C. L. Mettcker und Söhne, Jever 1964.
 なお、以下、エミールの自伝からの引用は本文中に略記（E. L. : S）の形で表記する。
（13） スマトラ島における唐辛子取引事業、チコポ（Cikopo）村における弟テオドルと
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（151-097）報知新聞 1940 年 2 月 22 日 （昭和 15 年）。
（18） この直後の 4 月 24 日、兄カールと母が列車事故で急死し、訃報を受けたエミール
は非常に強い衝撃を受けた。兄と母を偲び、「回り道をやめて直帰したかったが、
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既に 5 月上旬の日本経由での帰国が決まってしまい、変更できなかった」と回想
している（E. L. Ⅰ : 364）。
（19） オランダ出身の画家であり、エミールと共にその生涯を歩んだディーナは 1939 年
8 月に亡くなったため、二度目の訪日同行は叶わなかった。ここに、「私はたった
一人で日本へ戻る運命にあった（E. L. Ⅰ : 387）。」とだけ綴られている。
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子爵位を継いだ」とあることから、渋沢敬三のことであると思われる。
（21） 独国人「エミール、ヘルフェリヒ」叙勲ノ件『叙勲裁可書 昭和十五年 叙勲巻二十 
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<ABSTRACT>
Emil Helfferich and Japan: His life and Japanese 
Collection
HORI Sakiko
The purpose of this thesis is to examine the relationship between Emil 
Helfferich (1878-1972) and Japan, focusing on Helferrichʼs work with Japanese 
at East Java, his experiences during his 1924 and 1940 visit to Japan. And also 
to introduce his private Japanese collection. Although Helfferich was not 
irrelevant to the National Socialists, the purpose of the proposed thesis is not 
to focus on any political views or theories, but examining various perspectives 
based on international Japanese studies.
Emil Helfferich was born fourth of seven children from a merchant 
family in Neustadt in the former Land Rheinland-Pfalz, Germany. His eldest 
brother was Karl Helfferich, Vice Chancellor of the German Reich in the World 
War I and financial expert during the Weimar Republic.
As a boy, Emil Helfferich dreamed of distant lands and a career in the 
navy of the newly risen German Empire. However, since the naval officer 
career remained closed because of a slight visual impairment, he chose 
another path in life as an overseas merchant to the delight of his father.
His autobiography “Ein Leben” describes Helfferich and how he came 
to the profession of being a merchant. His main interest was not business and 
revenue related but adventuring and exploring distant lands. Thus he became 
an overseas trader. He had met a number of Japanese traders and business 
individuals when he visited East Java.
His collaboration with Japanese merchants, expanded his field of 
activities to East Java and later to Central Java, bringing him into contact with 
Java sugar culture, but even more, opening up a new world for him, Japan 
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later.
He twice traveled to Japan, wrote about the journey and his impression 
of Japan in “Ein Leben”.
In 1970, Helfferich moved back to his hometown of Neustadt an der 
Weinstrasse at the age of 92, handing over his collection and library catalogued 
under Emil Helfferich collection.
He died in 1972 at the age of 94 years. His noteworthy collection of East 
Asian Studies has been in the East Asian Institute of the University of Applied 
Sciences Ludwigshafen since 1997.
His Japanese collections consisting of arts and publications. There 
are dozens of Japanese Arts, such as Hasui Kawase (1883-1957), Gyokusei 
Tsukioka (1908-1994), a daughter of Kogyo Tsukioka, and Seiho Takeuchi 
(1864-1942), Satsuma ware, Kakejiku (Japanese hung scroll). And also there are 
around 140 collection of books related to Japan, mostly published in the pre-
war period.
According to Japanese newspapers at that time, Emil Helfferich was only 
expressed on his political perspectives. However, it is clear that he was not 
only that categorized person, but he was, in short, a trader who has explored 
the world, and as an oriental art collector.
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